
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

翌践L生宣五蛭勘饉人_重二Lコ曇≧三宣塾⊇主幽甕週査コ慟」勤邑

1 事業の成果
予定通り、都内遺跡 。遺構を主な対象として事業を進め、3D計測を実施した。また、墨田区教育委員

会の実施する文化財保護法 99条に伴う埋蔵文化財の発掘調査と整理・報告書作成業務を受注し、事業を

実施した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業

疋款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

．丈

ｉ

を1釜
象者
籠田

受盃
対象者
人数

争茉費
(千
円 )

文化財・文化
遺産の 3D計
測 による記
録、保存、公
開、活用

遺跡 。遺構の 3D計測
(metashapeに よるモ
デリング) 3月 8日 文京区 1″

■ ロ́

発注者、

一 般 市

民

50名程
度

0

地域や学校
での講演会
や見学会の
開催 による
文化財・文化
遺産の教育
普及事業

研究会0講演会その他に
おける発表。講演。講義

6月 18日 、

11 月 26

日、3月 25

日

都 内そ

の他
10名

発注者、

一 般 市

民、研究

会 参 加

者

100 名
程度

0

文化財保護
法に基づ く
埋蔵文化財
の発掘調査

発掘調査、およびその成
果の報告書作成事業 (遺
構 。遺物の図化など)

通期 都内
1″
■ ロ́

発注者、

一 般 市

民

50名程
度 5,020

疋 訳 に 記 朝
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

以下余白



7:舌・  重た, 算  書

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 (決算)ま で

法人名 :特 非 )文 化遺産 と考古学の学際的調査研究機
事 業 人 全

科 目 当 年 度 前 年 度 増   減

5,768,400
5,768,400

1

1

5.768.401

5,358.007
410_394

410,394

410.394
161,400

248.994

248,994

I一 般 正 味 財 産 増 減 の 部
経  常  増  減  の  部
経 常 収 益

益

益

収

益

業

収

事査

収

業

調掘発

事

　

雑

法人税、住民税及び事業税

当期 一般 正 味財 産 増 減 額

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅱ指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

当期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高

受

経

旅

通

光

地

支

経

常

期

師

当

税

取
■

年

経 常

事

支

管

代

鶴
胡

息

計

　

　

費

　

費

費

費

賃

料

計

肺

業

　

理

費

　

費

常

　

　

払

　

費

信

熱

等

減

計

額

収

費

数

用

期

畠

増

郭

Щ
コ
　
■
衡
　
　
　
　
５
，

益

用

″
性

託

　

通

搬

料

家

委

　

交

運

水

‐
　
卜
額
醐

ョ
ロ
　

．言

減

増

益

益

用

用

増

財

経 常 外

当期一般正味

評

評

当

外

常

経

常

経

常

経

　

経

経

前

　

常

の

収

収

費

手

費

報

損

経

減 ＜

‐

外

‐

払

常

浙

価

期

増

列

常

列

外  費

248.994



貸  借  対  照  表

令和  5年  3月 31日 現在 (決 算 )

法人名 :特 非 )文 化遺産 と考古学 の学際的調査研究機

科 目 当 年 度 前 年 度 増    減

1,302,508
1,302,508
531.300
1,833,808
1.833.808

1,089,000
334,414
161,400
1,584,814
1.584.814

248,994
248.994
1.833.808

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

産

部の

貝

産

味

財

正

味

くヽ
詢
趣

正

一

Ⅲ

正 味 財 産 合 計

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

の

資

の

負

払

借

資 産

流 動

金 金現

並
曰

未 入 金

債 部

動 債

期 入

産

部

預

通    預    金

金

金

等

収

資  産
産   合

計

計

〈
ロ流  動

資

負

　

未

短

未

流

Ⅱ

払 法 人 税



令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 文化遺産と考古学の学際的調査研究機構

1 重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準によっています。

(1)固定資産の減価償却の方法
(1)有形固定資産
建物 (建物附属設備は除く)
平成19年 4月 1日 以降に取得したもの…定額法
建物以外
平成19年4月 1日 以降に取得したもの…定率法
建物附属設備 。構築物
平成28年 4月 1日以降に取得したもの…定額法

(2)無形固定資産
定額法。ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間
(5年)に基づく定額法。

(2)消費税等の会計処理
税込方式によっております。

2.事 業別損益の状況

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

科 目 理蔵文化財の発掘調査 公益共通 事業部門計 非収益部門 管理部門

5,768,400 5,768,400
0

5,020, 183

31,180

36,363

32,551

234,320
3_410

5,768,400
1

5,020, 183

31, 180

36,363

32,551

234,320

合計

5 020 1R3 5 0,0 1R3 337 824 S 353 007
161_40〔 161_400

748_217 748.217 ▲  499_223 248.994

I 経常収益
発掘調査事業収入
雑収入
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)その他経費
委託費
旅費交通費
通信運搬費
光熱水料費
地代家賃
支払手数料
経常費用計
法人税、住民税及び事業税

当期経常増減額

内 容 ζ;聾::「司 宣 γ 方 法

無 し



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は248,994円ですが、そのうち0円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は248,994円です。

5: 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

実費計上のため按分無し

その他の事業に係る資産の状況

無し

０
０

内 容 期首残高 当期減 少箱 期末残 高 備 考

無 し

合計

科 日 取 得 減 少

無 し

合計

期首残 高

科 目
計算書類に計
上された金額

内、役員との

取引
人 と

及

の政 弓I

5,020,183 5,020,183

5_020_183 5_020_183

(活動計算書)
支払委託費

活動計算書計

(貸借対照表)
無し

貸借対照表計



貝オ   厖菫:  目   金肇

令和 5年 3月 31日現在 (決勃

法人名 :特りD文化遺産と考古学の学際的調査研究機

場 所 。物 量 等 使 用 目 的 等 金 囲

(流 動 資 産 )

三井住友/新宿西日普  通  預 金 運転資金として

発掘調査事業収益3月分

1,302,508

531.3(Ю

流 動 資 産 合 計 1.833.808

1,833,808

(流 動 負 債 )

金

金

等

入

税ｋ

払

借

法

期

払

未

短

未 蘭調詐卜移鬱曙他

蓄編笹業務当2月分、3月分

運転資金として

法人税 法人住岡除 法人響 観

1,089,000

334,414

161.4∞

1.584.814

負 債 合 計 1.584814

正 味 財 産 24&994



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

笠塑 E菫型理担込
文化遺産と考古学の学際的調査研究機構

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1 監事

オヨカワミノル 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日及川 穣

2
海轄
ヽ _/

監事
ササキケンイチ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年佐々木 憲一

3

′
~ヽ

翅壁事 監事
フジイヒデキ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日藤井 英樹

⌒

理事便責ラ|
ミヤシロミホ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日宮代 美帆

5 理事 。監事 以下余白
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

6 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年

年

月

月

日

日

7 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年 月

月

日

日年

理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年



書式第 4号 (法第 10条 0第 28条関係)
設立・事業報告

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

位聾饉皿理塑込
文化:旦菫壺:奎:遇:望2壁:盤:堕:丑:菫[彊:艶:盤____

氏   名

及川 穣

つ
」 遠部 慎

＾
０ 川島 尚宗

4 佐々木 憲一

5 下岡 順直

6 千葉 史

7 西村 曜子

8 嬢井 英樹

9 菖代 美帆

10 隣山 真

11 以下余白

12


